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【【【【    年初来のドル年初来のドル年初来のドル年初来のドル////円「変動」は健闘の域、さらなる動意に期待円「変動」は健闘の域、さらなる動意に期待円「変動」は健闘の域、さらなる動意に期待円「変動」は健闘の域、さらなる動意に期待    】】】】    
 
わずか 1 週間足らずのあいだに 2 万ドルを超える「暴落」を一時記録するなど、暗号資産（仮想通貨）ビッ
トコインは依然として荒れ模様だ。 
そんな動きをみているうえ、ドル/円は 4 月末から 1 ヵ月近くも約 1.5 円レンジにとどまっていることで、為替
市場参加者の一部からは「失望」といったような声も少なくないが、実は決してそうでもない。詳細は後述
するが、2021 年が 5 ヵ月も経過していない状況下、むしろ「健闘している」とさえ言えそうだ。ただ、今後の
「伸び」、「積極的な動意」は引き続き期待されている。 
 
◎◎◎◎ポンドポンドポンドポンド////円の変動率は円の変動率は円の変動率は円の変動率は 10101010％超える、逆にユーロ絡みの動意は「期待外れ」か％超える、逆にユーロ絡みの動意は「期待外れ」か％超える、逆にユーロ絡みの動意は「期待外れ」か％超える、逆にユーロ絡みの動意は「期待外れ」か    
 
ある通貨が一年を通してどの程度動くのかを数値化した「年間変動率」は、筆者の好きな分析方法だ。詳
細については、2 月 24 日付など、過去のバックナンバーを参考にされたいが、たとえばドル/円の平均年
間変動幅は 17.75 円、同変動率は 15.87％となっている。 
それに対して、今年のドル/円の年初来変動幅は 8.38 円、変動率 8.13％（5 月 21 日現在；下表参照。以
下同）。ともに、前述した平均的な年間変動の半分程度にとどまっているものの、まだ 2021 年は半年も経
過しておらず、それからするとなかなか健闘しているといえるかもしれない。 
 
ただ、若干気掛かりなのは、こちらも以前にもレポートしたことがあるように、ここ数年、具体的に言えば
2017 年以降のドル/円相場は 1-4 月の 4 ヵ月で「年間変動の大半を記録」し、あとの 8 ヵ月は「ほぼオマ
ケ」といった様相を呈することが少なくないこと。実際、昨年はその典型例だったのだが、ドルの年間最高
値は 2 月に記録した 112.23 円、対するドルの年間安値は 3 月に示現した 101.19 円。したがって、4 月以
降は 101.19-112.23 円のレンジ内で一進一退を繰り返したに過ぎなかった。 
 
そして 4 月末から、すでに 1 ヵ月近く、108.34-109.78 円という 1.5 円にも満たないレンジ内にとどまってい
る状況は、前記したような過去の「古傷」を否応なしに思い起こ
させるものとなっている感を否めないだろう。「トラウマ」の払し
ょくには、何よりできるだけ早い、年初来高値もしくは同安値の
更新が必要だ。強い願望を込め、さらなる動意を是非とも期待
している。 
 
一方、ドル/円をはじめとする主要 5 通貨ペアを見た場合、先で
取り上げたようにドル/円も「なかなかの変動」だが、実はそれ
を上回る動意を見せている通貨ペアがある。それはポンド/円。
5 月 21 日現在、変動幅が 15.30 円、同率は 10.88％を記録して
いた。 
ちなみに、こちらもある意味では当然のように、過去の年間変
動率や同変動幅には及ばないが、それでも過去最低レベルの
変動だった 2018 年の年間変動（17.11 円、11.24％）に早くも匹
敵するレベルへと達している。そしてまた、先行きについてもド
ル/円以上の変動を期待する声が少なくないようだ。 
 
最後、ユーロ絡みの 2 通貨ペア、ユーロ/円とユーロ/ドルにつ
いてサラリとお浚いしておくと、年初来の変動は前者が 8.34 円
の 6.62％、後者は 0.0645 ドル、5.28％だった。 
こちらは、明らかに期待外れの感が強いものの、何度も繰り返
して恐縮だが今年もまだ半年以上の期間を残している。果たし
て捲土重来、ここからユーロの逆襲があるのか否か、大いに動
静を注視してみたい。（了） 
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当レターは、情報提供のみを目的としたものです。内容に関して正確であるよう注意を払っておりますが、その正確
性を保証することはできません。投資や運用にあたっての最終的な判断は、あくまで読者自身の責任と判断によって、
ご利用いただくようお願い申し上げます。また、本稿の無断転載・転送もご遠慮ください。 
なお、本稿に関する問い合わせは『ＦＸニュースレター』までお願い致します。 
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